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青
少
年
だ
よ
り
神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
、
子
ど
も
の
社
会
性
の
育
成
を

～　

第
７
回　

地
区
子
育
て
懇
談
会　

～

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
７
月
４
日
、
５
日
、
６
日
の
３

日
間
、
第
７
回
地
区
子
育
て
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
区
の
役
員
、
市
民
会
議
役
員
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
役
員
、
地
区
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
熱

心
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
有
意
義

な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
も
、
次
の
４
つ

の
柱
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

１
．
地
区
の
重
点
実
践
目
標
の
反
省

　

昨
年
度
の
実
践
目
標
の
反
省
で
、

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
に
つ

い
て
は
、
約
70
％
の
地
区
で
よ
く
で

き
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。今
後
は
、

子
ど
も
も
大
人
も
元
気
な
、
笑
顔
の

挨
拶
が
交
わ
せ
る
よ
う
に
と
、
目
標

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
取
り
組
ん
で
い

く
地
区
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
地
区

の
方
の
参
加
が
今
年
も
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

他
に
も
、
安
全
確
認
な
し
の
急
な

飛
び
出
し
や
、
自
転
車
の
並
進
な
ど

が
あ
り
、
交
通
マ
ナ
ー
（
ル
ー
ル
）

を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
地
区

で
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
共

　

に
触
れ
合
え
る
活
動
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
活
動
を
今
年
度
実
施

す
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

○
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ�

（
13
地
区
）

○
ラ
ジ
オ
体
操
実
施�

 （
12
地
区
）

○
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
等�

（
10
地
区
）

○
あ
い
さ
つ
運
動�

（
８
地
区
）

○
門
松
、
し
め
縄
作
り �

（
８
地
区
）

○
春
祭
り
、
秋
祭
り
、
お
こ
も
り
、

と
う
や
等
の
村
祭
り�

 （
７
地
区
）

○
敬
老
会�

（
７
地
区
） 

○
花
壇
つ
く
り
、
種
ま
き
、
花
の
植

栽
、
除
草
、
肥
料
や
り�（
６
地
区
）

○
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
運
動
会
、
海

水
浴
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル�（
６
地
区
）

○
焼
き
肉
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会　

　

ぜ
ん
ざ
い
会
、食
事
会
（
６
地
区
）

○
七
夕
祭�

（
６
地
区
）

○
祇
園
祭
、
観
音
様
祭
、
豆
ち
ゃ
ご

な
ど�

 （
５
地
区
）

○
餅
つ
き�

（
５
地
区
）

○
清
掃
等
の
美
化
活
動 �

（
４
地
区
）

○
桜
の
花
見
、
観
月
会�

（
３
地
区
）

○
千
灯
ろ
う�

（
２
地
区
）

○
子
ど
も
み
こ
し
祭�

 （
２
地
区
）

○
工
作�

 （
２
地
区
）

　

そ
の
他
、
１
地
区
ず
つ
「
花
火
大

会
」「
フ
ナ
釣
り
大
会
」「
田
植
え
」「
稲

刈
り
」「
公
民
館
で
蕎
麦
打
ち
体
験
」

「
冬
の
交
流
会
」「
ふ
れ
あ
い
会
」「
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」「
歩
こ
う
会
」「
地

区
民
全
員
旅
行
」「
ク
リ
ー
ク
公
園

探
検
会
」「
吉
野
ヶ
里
公
園
で
勾
玉

つ
く
り
」「
老
人
と
子
の
読
書
」「
夏

休
み
子
ど
も
勉
強
会
」「
旗
当
番
」「
公

園
に
鯉
幟
を
は
る
」「
言
葉
を
交
わ

す
」「
菱
の
み
取
り
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

３
．
今
年
度
の
懇
談
会
の
取
り
組
み

　

の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
各
地
区
の
青
少
年
育

成
推
進
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
回
収
率
70
％

①
会
の
進
行
に
つ
い
て

・
よ
か
っ
た
、
ま
あ
ま
あ
よ
か
っ
た

�

80
％

・
意
見
な
ど
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
、

少
な
か
っ
た�

 

20
％

②
司
会
者
に
つ
い
て

・
青
少
年
育
成
推
進
員�

60
％

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
育
成
会
長�

20
％

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
役
員�

10
％

・
公
民
館
長
（
神
埼
）�

４
％

・
区
長
、
そ
の
他　

�

６
％

③
子
ど
も
の
参
加

・
あ
っ
た　
　

97
地
区�

80
％

・
な
か
っ
た　

24
地
区�

20
％

④
工
夫
す
る
点
や
改
善
へ
の
意
見

○
参
加
者
を
増
や
す
工
夫
に
つ
い
て

・
案
内
の
チ
ラ
シ
配
布
や
、
放
送
で

呼
び
か
け
る
。（
周
知
す
る
）

・
声
を
掛
け
合
う
。（
子
ど
も
ク
ラ

ブ
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
保
護
者
に
）

・
区
長
さ
ん
か
ら
、
ま
ず
は
地
区
役

員
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
す
る
。

・
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委

員
、
見
守
り
隊
の
参
加
を
依
頼
。

▲十条地区の子育て懇談会

柱１　地区の重点実践目標の反省

柱２　家庭や地域での子育てと安全の取
組状況について

柱３　子どもからお年寄りまで共に触れ
合える活動について

柱４　今年度の重点実践目標の決定
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・
地
区
年
間
行
事
と
位
置
づ
け
る
。

・
子
ど
も
の
参
加
を
積
極
的
に
促
す
。

○
懇
談
会
の
進
行
に
つ
い
て

・
区
長
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

事
前
に
推
進
員
を
中
心
に
懇
談
会

に
つ
い
て
役
員
で
話
し
合
う
。

・
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
順
番
に
意
見

　

を
述
べ
て
も
ら
う
な
ど
、
で
き
る

だ
け
全
員
の
発
言
を
促
す
。

・
子
ど
も
に
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て

我
が
家
の
三
か
条
の
紹
介
や
意
見

な
ど
発
表
さ
せ
る
。

○
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
触
れ

合
え
る
活
動
に
つ
い
て

・
老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と

の
「
絆
」
で
地
区
を
賑
や
か
に
。

・
敬
老
会
で
小
学
生
が
歌
を
歌
っ
た

　

り
お
話
が
で
き
れ
ば
良
い
。

・
継
続
こ
そ
思
い
出
に
な
る
。
そ
れ

が
地
区
役
員
の
つ
と
め
。

・
町
内
の
ま
つ
り
ご
と
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
、
地
区
住
民
と
の
ふ

れ
合
い
を
充
実
さ
せ
る
。

・
地
区
行
事
で
、
大
人
と
子
ど
も
が

共
に
で
き
る
こ
と
、
た
と
え
ば
草

む
し
り
等
な
ど
に
は
親
子
で
参
加

さ
せ
、
地
区
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

を
充
実
さ
せ
る
。

・
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
み

　

の
家
庭
に
声
か
け
を
し
て
千
燈
籠

　

や
祇
園
さ
ん
な
ど
に
、
沢
山
来
て

い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

・
子
ど
も
と
大
人
と
の
ふ
れ
合
い
の

場
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

等
の
参
加
者
に
対
し
て
、
わ
ん
ぱ

く
支
援
事
業
な
ど
を
活
用
す
る
。

・
も
っ
と
交
流
の
場
機
会
を
。

４
．
ま
と
め

◆
懇
談
会
の
運
営
に
つ
い
て

　

事
前
に
司
会
者
を
地
区
役
員
で
話

し
合
っ
て
決
め
た
り
、
参
加
者
を

増
や
す
手
立
て
や
、
子
ど
も
の
参
加

を
活
か
し
た
会
の
持
ち
方
を
話
し
合

い
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し

て
そ
れ
に
基
づ
い
て
懇
談
し
た
り
す

る
な
ど
懇
談
会
の
運
営
に
工
夫
が
生

ま
れ
て
い
る
。

▲田道地区の子育て懇談会

◆
子
ど
も
の
参
加
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
参
加
は
、「
多
か
っ
た
」

「
数
人
参
加
」
が
同
数
に
な
り
、
参

加
地
区
は
昨
年
よ
り
増
え
97
地
区
と

な
り
、全
体
の
80
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
が
参
加
し
た
地
区
の
多
く

で
子
ど
も
の
発
言
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
「
我
が

家
の
子
育
て
三
か
条
」
を
紹
介
し
た

り
、
意
見
を
出
し
た
り
し
た
。

　

子
ど
も
の
参
加
に
よ
っ
て
、
会
の

雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
た
り
有
意
義

な
話
し
合
い
に
な
っ
た
り
し
た
と
の

回
答
や
、
子
ど
も
の
参
加
を
も
っ
と

呼
び
か
け
よ
う
、
子
ど
も
の
意
見
発

表
を
増
や
そ
う
と
い
う
回
答
も
増
え

て
き
た
。
今
後
、
一
層
の
参
加
増
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

◆
そ
の
他

　

子
ど
も
の
参
加
を
促
す
な
ら
ば
開

催
日
を
土
曜
日
や
日
曜
日
に
す
る

か
、
平
日
開
催
な
ら
ば
時
間
を
早
め

た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
や
、
大

雨
の
心
配
も
あ
り
他
の
時
期
の
開
催

と
い
う
意
見
も
い
く
つ
か
寄
せ
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
脊
振
町
で
は
、
地
区
の
合

併
に
よ
り
集
ま
り
に
く
い
地
区
が
あ

る
こ
と
や
、
他
地
区
と
の
合
同
開
催

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

た
。

　
「
だ
れ
か
の
た
め
に
何
か
が
で
き

る
」
こ
の
言
葉
は
、
私
た
ち
仁
比
山

小
学
校
六
年
生
の
学
習
の
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
、
近
く
に
あ
る
「
紀
水
苑
」

や
「
寄
り
合
い
か
ん
ざ
き
」
と
い
う

お
年
寄
り
の
施
設
と
交
流
し
て
い
ま

す
。
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
や
っ

て
来
る
と
と
て
も
喜
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。一
学
期
の
交
流
で
は
、

初
め
て
会
う
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
、
歌
や
笛
の
演
奏
を
し
た
の
で

す
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
も
ら
う
ほ
ど

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校

の
先
生
方
は
「
君
た
ち
の
力
は
す
ご

い
。
だ
っ
て
、
相
手
を
あ
ん
な
に
幸

せ
な
気
持
ち
に
で
き
る
の
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
も
、

も
し
か
し
た
ら
元
気
を
届
け
よ
う
と

し
て
い
た
私
た
ち
が
、
反
対
に
元
気

を
も
ら
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
―　

略　

―

　
「
だ
れ
か
の
た
め
に
何
か
が
で
き

る
」
勉
強
は
、
自
分
も
み
ん
な
も
幸

せ
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
勉
強
で

あ
る
、と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

―　

略　

―

平
成
24
年
２
月　

青
少
年
主
張
大
会

�

仁
比
山
小
六
年　

千
代
延 

芽
衣
さ
ん

「
だ
れ
か
の
た
め
に
何
か
が
で
き
る
」か
ら

地区子育て懇談会
出席率ベスト２０

順番 地区名 出席率

1 戸 井 土 150

2 龍 　 尾 119

3 池 辺 田 115.4

4 曾 根 ヶ 里 110.5

5 猪 　 面 103.2

6 大 　 門 100

6 上 　 地 100

8 小 　 鹿 95

9 上 六 丁 87.5

10 川 　 寄 83.8

11 上 黒 井 78.3

12 蔵 　 戸 78.1

13 野 　 田 77.8

14 又 南 里 77.3

15 下 　 板 75.7

16 竹 　 原 74.5

17 柴 　 尾 74.3

18 馬 　 郡 73

19 用 　 作 72.7

19 快 　 楽 72.7
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有
料
広
告

有
料
広
告

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
男
女
が
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち

合
う
、
意
欲
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
活
躍
と
い
う
考
え
方
が
必
要
で

す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
す

る
と
男
も
女
も
意
欲
に
応
じ
て
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

職
場
に
お
い
て
は
、
方
針
決
定
の

中
で
の
女
性
の
参
画
が
進
み
、
多
様

な
人
材
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
男
女

の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が
確
保
さ

れ
、
個
人
の
能
力
が
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
生
産
性
も
向
上
し
ま
す
。

　

家
庭
生
活
で
は
、
家
族
が
お
互
い

に
協
力
し
合
い
、
家
族
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
強
く
な
り
仕
事
と
家

庭
の
両
立
環
境
が
整
い
、
男
性
の
家

庭
参
画
が
進
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
な
ど
主
体
的
に

参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
て
暮
ら
し
が
改

善
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
伸
び
や
か
に

育
つ
環
境
に
な
り
ま
す
。

　

市
町
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

取
り
組
み
は
、
自
治
会
や
公
民
館
と

い
っ
た
、
地
域
に
お
け
る
小
さ
な
単

位
で
啓
発
を
行
う
事
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

◆﹁
あ
り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂

 

募
　
集

　

11
月
は
勤
労
感
謝
の
祝
日
が
あ
り

ま
す
が
、
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
11
月
14
日

を
あ
り
が
と
う
デ
ー
に
決
め
て
い
ま

す
。
日
頃
の「
あ
り
が
と
う
」に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
い
ま
一
番
「
あ

り
が
と
う
」
を
伝
え
た
い
人
に
贈
り

ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
応
募
資
格　

神
埼
市
在
住
の
方

＊
応
募
方
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こ
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一
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悩
ま
な
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で
一
緒
に
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え
ま
し
ょ
う
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秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
※
相
談
無
料

○
と
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11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
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時
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◆先進地視察研修のご案内◆

　男女共同参画社会を実現するため、男女
共同参画基本計画が策定され人権尊重、仕
事と家庭におけると男女共同の意識づくり
などが基本目標となっています。今年は、
武雄市における男女共同参画への取り組み
を身近に勉強します。
○とき　11月29日（木）
○集合時間　午前８時20分
○集合場所　神埼市中央公民館　ロビー
○視察先　
　・武雄市役所
　・武雄市御船山楽園
○参加費　1,500円程度（昼食代・入園料・保険料）
○定員　30人
○申込締切日　11月15日（木）

◎問い合わせ先
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　山邊　☎59－2844　
　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
女

性
へ
の
暴
力
の
問
題
に
対
す
る
社

会
に
お
け
る
認
識
を
更
に
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
が
腕
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
姿

を
描
い
て
お
り
、
女
性
の
表
情
、

握
り
し
め
た
こ
ぶ
し
、
ク
ロ
ス
さ

せ
た
腕
に
よ
り
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
断
固
と
し
て
拒
絶
す
る
強

い
意
志
を
表
し
て
い
ま
す
。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク
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有
料
広
告

有
料
広
告

神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て支援、
遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。神埼市内に
お住まいの子育て中の親子であればどなたでも参加できます。ま
た、里帰りの親子も参加できます。
 (対象児：生後6カ月からの未就園児)

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊

＊　11月のママサロン　＊

と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

11月

1日（木）

10:00 ～　　
　　11:30

全年齢児 おはなしな～に 千代田町保健センター 参加を希望される方は
必ず３日前までにお申
し込みください。
※電話可
月～金曜日（祝日を除く）
9：00 ～ 16：00

8日（木） 全年齢児 どんぐりで遊ぼう 神埼市次郎の森公園
14日（水） 2歳児以上 ふるさと先生と味噌作り

千代田町保健センター
22日（木） 全年齢児 バルーンで遊ぼう

12月
6日（木） 0，1歳児 おもちゃ作り

13日（木） 2歳児以上 おもちゃ作り

と　　き 対　象 内　　容 ところ 申込締切日
11月 20日（火） 10:00 ～ 11:30 ママ お薬について知ろう！ 千代田町保健センター 予約有・託児有
※予約者多数の場合、お断りする場合があります。

　◎問い合わせ先
　　神埼市子育て支援センター
　　（千代田町保健センター内）
　　☎44－4908

《子育て相談》
子育てについて迷ったり・・・誰でもありますよね。電話や窓口
などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00 ～ 16：00

1日（木）。。。マザーグースさんによ
るお話会です。楽しみですね。その
後、身長・体重測定をします。

8日（木）。。。どんぐりで何をしようかな・・・？
楽しく遊びましょう。次郎の森公園に現地集合・
解散です。雨天時は、千代田町保健センターで遊
びます。お茶・帽子をお持ちください。

14日（水）。。。ふるさと先
生と一緒に、味噌作りを体
験してみませか？エプロ
ン・三角巾・タオルをお持
ちください。2歳以上児です。
1日（木）から予約受付。

15人限定。

今月のママサロンは、薬剤師の先生をお招きして、お薬に
ついてのお話をしていただきます。こんな時どうするの？
お薬のプロに何でも聞いてください！託児は15人まで。

１日(木)から予約受付。

8月9日（木）、16日（木）。。。
リズム遊び、楽しかっ
た ね ♡ バ ス タ オ ル に
乗って出発で～す。

8月22日（水）。。。食育。
見て！ママ達のこの真
剣な姿を!!

ひだまり風景 ママサロン風景
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53－8587
神埼市役所　商工観光課
☎37－0107

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51－9020

菱の里ちよだ ９：00 ～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44－6092
神埼市役所　農政水産課分室
☎44－2198

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 11月の「野菜の日」～

菱の里ちよだ
秋の味覚“菱の実”の
販売を行っています

高取山公園「わんぱく館」
 「干し柿作り体験イベント」

◆８日（木）9：00 ～
　くねんワン、くねんニャンの携帯クリーナーをプレゼント（先着50人）
◆18日（日）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
干し柿作り体験イベントを開催
○とき　11月24日（土）10:00 ～ 12:00　
○料金　1,300円　（柿４㎏代のみ）
 ※作業のしやすい服装、軍手をご用意ください。
○定員　10人（定員になり次第締切）
◎申込・問い合わせ先　
　吉野ヶ里遊・学・館　☎53－8587

　脊振特産品の干し柿作り体験イベン
トを行います。

○とき　11月25日（日）
　　　　10:00～12:00
○料金　1,300円(柿４㎏代のみ)
　　　　※一人または一家族一縄。

○定員　 50人（組）
　　　　（定員になり次第締切）
※作業のしやすい服装、軍手をご用意

ください。
◎申込受付
　高取山公園　☎51－9020
　（受付時間　9：00～16：00）
　11月12日（月）から予約開始

 ※作業のしやすい服装、軍手をご用意ください。

「くねんワン」
「くねんニャン」の
ゆるキャラグッズ

販売中!!

と  き ところ テーマ 講　師

11月15日（木） はんぎーホール 佐賀の偉人たち
～ふるさとの誇り　語りついで～

佐賀城本丸歴史館　副館長
古川　英文

12月６日（木） 神埼市中央公民館 いつまでも若々しく輝いて!! 佐賀県リズムダンスインストラクター
吉牟田　久美

〈受付〉９：30 ～　　〈講義〉10：00 ～ 11：30
※マイクロバスは脊振支所前、千代田支所前をいずれも午前９時に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。
※いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を
　添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　教材費：年間 1,000円
◎問い合わせ先　　神埼市中央公民館　☎53－2325

地域・家庭・学校支援チーム　「おむすび」
月 日（曜） 内　　　容 場　　所

11月

5日（月） ほっとサロン
（10:30 ～ 14:30）

神埼市中央公民館
１階和室

6日（火） あすは きっと･･･の会
（10:00 ～ 12:00）

神埼市中央公民館
２階和室

9日（金）「吉村春生先生を囲んで座談会」
（19:00 ～ 20:30）

神埼市中央公民館
１階和室

26日（月） ほっとサロン
（10:30 ～ 14:30）

千代田町保健セン
ター　保健指導室

学校支援のボランティアを募集しています！
　神埼市では、各学校の職員やＰＴＡで手の回らない所を、ボランティアで支援しています。特に、
草刈や草とりなど、どの学校も不足しています。あなたの「できる時にできる事」をご協力ください。

◎問い合わせ先　神埼市教育委員会おむすびチーム　　☎44－2384

子育てに関わる人たちが自由
に集いおしゃべりする場です。

講演会とは違って直接お話が
でき、安心感をたっぷり持ち
帰ることが出来ます

一人で悩まないでいっしょに
考える場です。→

→

→

　菱の里ちよだでの店頭販売のほか、
ＦＡＸ（44－6092）による注文の受付
も行っています。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

申込受付中!
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　つまみぐい講座は５人集まれば開講（成立）します。神埼市の人材バンク
ボランティア講師による受講料無料（材料費のみ実費）の体験講座です。
　何かを始めたい初心者のための講座です。あなたの世界を広げてみませんか？
　お申し込みは神埼市中央公民館へ。締め切りは11月13日（火）
◎申込・問い合わせ先　☎52－2325　FAX53－4940（神埼市中央公民館）
◎脊振公民館、千代田支所社会教育課窓口でも受け付けます。

講　座　名
（講　師）

内　　容
（実　費） 対象人数 開催予定

日時・場所

1
フェルトあそび

（手塚　うた子）

やさしい色のふわふわ羊毛があっと驚くかわ
いい動物や飾りになります。針金に巻いた
り石鹸水でフェルトにしたり･･･と、羊毛を
扱う基礎が分かります。癒しの小物を作りま
しょう。準備：タオル（実費：500円）

成人男女
10人程度
１回限定

11月22日（木）
14：00 ～ 16：00
神埼市中央公民館
第２研修室

2
包丁の研ぎ方講座

（中山　利之）

研磨の熟練工が、包丁研ぎを伝授します。1
回目は包丁、2回目は剪定ばさみ等にもチャ
レンジ。肉・魚・野菜、それぞれに刃の角度
は違います。これで家中の刃物はぴっかぴか。
男性も歓迎。準備：刃物、砥石、タオル

成人男女
20人程度
２回限定

11月24日（土）
12月１日（土）
13：30 ～ 15：00
神埼市中央公民館
調理室

3

大人のための
バトントワリング

（田原　比名代）

バトンを高く投げ上げたり、転がったり…は、
しません。音楽に合わせてダンベル代わりに
バトンを振ったり、ステップを踏んだり楽し
く運動しませんか？中高年の健康づくりを目
的にしています。準備：運動しやすい服装、
お茶、タオル、シューズ不要

成人男女
20人程度

12月９日（日）・16日
（日）
15：00～16：00
神埼中央公園体育館
多目的室

4
手びねりの陶芸

（江原　邦興）

陶土の手ざわりを楽しみながら、自分だけの
焼き物を作りましょう。手びねり、色付けが
体験でき、３回目には唐津焼風のオリジナル
作品を手にすることができます。初心者でも
上級者でも歓迎。（実費：800円）

成人男女
10人程度
３回限定

11月30日（金）・12月
14日（金）・21日（金）
10：00 ～ 12：00
神埼市中央公民館
第３研修室

5

子どもクッキング
イモの巻

（田中　恵美子）

おやつづくり大好き!!秋はおイモがおいしい
季節。じゃがいも、さつまいも、さといもで
おいしいおやつを作ろう。マスターしたら巻
き物を伝授するよ。準備：エプロン、タオル、
タッパー（実費：500円程度）

小学生～
（保護者の

見学可）
10人程度
1回限定

12月２日（日）
13：30 ～ 15：30
神埼市中央公民館
第３研修室等

申込者多数の場合は、抽選により受講者を決定します。成立した講座の申込者には、改めて葉書で準備物等をお知
らせします。抽選漏れの場合と、残念ながら講座が成立しなかった場合は、電話でご連絡いたします。

キリトリ線

☆申込書　　脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所社会教育課へ
講　座　名 名　　前 住　　　所 電　　話

クッキングは学年（　　）年

ちょっと体験

つまみ食い講座つまみ食い講座
第18弾！
11月～

佐賀県民
カレッジ
対象講座

✤✤✤あなたも講師をしてみませんか？人との出会いが人生を彩ります✤✤✤

　つまみ食い講座は地域の人材を求めています。講師の免状や資格は特に必要ありません。神埼市中央公民館事務
室に、お気軽に声をかけてください。（例）ボールペン習字、パン作り、パステル画、折り紙、洋服のリフォーム、
生活を豊かにする小技の伝授や小物作りetc.　ご紹介ください。


